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出来ないで、とても辛くて何よりも悔しかったのを
今でも覚えています。けれど私は自分の母親がフィ
リピン人ではなく日本人だったら…と考えたことは
たったの一度もありませんでした。それは母の私に
対する接し方が一番大きかったと思っています。
母は学校へ通う私を独りにはしませんでした。
自分も日本の文化に慣れない状態で、日本語も
満足に出来ない状態でも、授業参観、運動会、
PTA 総会など学校に関わることがあれば必ず来
てくれました。親の姿を学校で見かけることが、
勉強している自分の姿を見てくれることが、どれ
だけ自分の心の支えとなったのか、今わかります。
また母自身が学校に関わることでいいことがもう
1つありました。外国人、そしてハーフである私へ
の理解が生まれてきたのです。誰でも見知らぬも
のには不信感を覚えます。それは私達だけでな
く、相手も同じだったんです。母は後ろから私を
見守るのではなく、常に隣に立っていてくれました。
それからは学校へいくのも辛くなかった、どれだ
け周りに馬鹿にされても、私は自分の母を誇りに
思うようになりました。母はとても頑張ってくれた、
だから今度は私が頑張る番だと、そう思いました。
時がたってその思いを胸に私は高校へ進学す
る道を選びました。そこで私はとても素晴らし
い先生に出会いました。とても厳しく、それで
いて生徒をよく見て理解してくれる優しい先生
でした。勉強を頑張ると決めたものの、自分に
自信がなかった私の背中をよく後押ししてくれ
ました。ボランティアや委員会、生徒会などに
自分から積極的に行けたのも、その先生が私を
保育園や外国人学校に通園通学する外国につ
ながる子どもたちの学校生活の様子などを見学
し、意見交換や共遊で交流することを目的とし
て、9月 10 日「グローバルサマーツアー 2014」（主
認めてくれたおかげです。中学よりも主体的に
広く行動できたことが高校で得た一番の財産で
す。なにもできずに悔しかった頃の気持ちと、
支えてくれた母と恩師への感謝が私の勉強への
原動力です。もちろん道をそれて、勉強せずに
遊んでいたいときもあります。そんなときはこ
れらのことを思い出すと踏みとどまれるのです。
これから皆さんは高校進学するか、しないかの
大きな分岐点にたつと思います。不安も悩みもあ
るとは思います。進学してまで何を勉強するのか、
なんのために勉強するのか。将来の夢がまだない
人もいるでしょう。私も聞かれたらすぐに答えられ
ません。それでも何故勉強するのかと聞かれたら、
「ここまで支えてくれた人に応えるため」だと答えら
れます。自分の中に理由を見出せないときは、周
りをちょっと見渡してみるのもいいかもしれません。
理由はなんだっていいんです。将来幸せになりたい
から、などと曖昧なものでもいいと私は思います。
高校進学だけではありませんが、どうか勉強が大
変だとか面倒、という理由で自分の人生を狭めて
しまうのだけは避けてほしいと思います。保護者の
皆さんにはどうか、後ろでも前でもなく隣で支えて
ください。同じスピ ドーで歩んで欲しいと思います。
最後に、「外国人」であることに恥ではなく誇
りをもっていてほしいです。正しいことをした
なら胸を張っていてほしいと思います。まず自
分で自分を認めてあげてください。そんなあな
たを認めてくれる人が必ずいるはずです。皆さ
んが力強く生きる姿を楽しみにしています。
催 HANDS プロジェクト）を実施しました。ブ
ラジル人学校「コレージオ・ピタゴラス太田校」
（群馬県太田市）と 3つの保育園「みよし保育園」
「大泉保育園」「坂田保育園」（いずれも群馬県大
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泉町）の計 4カ所の訪問先へ、宇都宮大学教職
員と学生 35 名が参加しました。
午前中は、コレージオ・ピタゴラスで授業見学や
生徒たちとの意見交換会を行いました。生徒たち
や先生がたの学習や教育に対する熱い気持ちが伝
わりました。私はブラジル人ですが、私のブラジル
人に対するイメージをも変え、日本に住む同じブラ
ジル人の一人としてかれらを誇りに思いました。
ブラジルの伝統料理である「シュハスコ」の
コレージオ・ピタゴラス太田校を訪問して、
ブラジルの教育システムに従った授業を見学出
来たことは、私にとって貴重な経験となりまし
た。また、そこで学ぶ生徒や先生方と意見交換
したことは、お互いの理解を深めるよい機会に
なったと思います。
私たちのグループは８名で私立みよし保育園
を訪問しました。園舎の廊下を奥へ進み、５歳
児の教室に入った瞬間、元気いっぱいの子ども
たちが出迎えてくれました。そのクラスには数
名のブラジル国籍の園児が在籍していました。
国籍や外見、文化の違いなど関係なく楽しそう
昼食を済ませ、午後は、グループに分かれて 3
つの保育園を訪問しました。外国籍が住民の
15.5％（平成 26 年 9 月 30 日現在、大泉町人口統
計による）を占める大泉町らしく、保育園でも
外国籍園児の割合が高く驚きました。また、多
様な園児に対する保育という面で、各園独自の
取り組みときめ細やかな配慮に感動しました。
以下は、今回訪問した 4つの教育および保育
施設について、学生代表による報告です。
日本とブラジル、二国の狭間で育つというこ
とは、社会の中での問題や困難にぶつかること
も多いと思いますが、生徒たちがそうした問題
に目を反らすことなく向き合い、将来を考えて
いる姿に私自身刺激をもらいました。生徒を尊
重し、将来は日本とブラジル両方に適応できる
教育をする、という学校の方針が生徒を支えて
いると思いました。
生徒も先生も日本が大好きだと話し、もっと
日本人と交流する機会がほしいと話していたこ
とが嬉しかったです。今回はあまり時間がなかっ
たので、次はぜひ宇都宮大学を訪れてもらい、
もっとお互いについて語りあいたいです。
に過ごしている子どもたちを見て、“ 共生 ” の原
点を見ることができた気がしました。
子どもたちとの交流の後、かつては外国人児
童生徒として大泉町で育ち、現在はみよし保育
園で働いている２名の先生たちとお話ができま
した。先生たちは、日本語とポルトガル語の両
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